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要         旨 

 本研究ではモンゴル語を母語とする学習者を対象に、意味推測時

の文脈量、日本語習熟度、後項動詞の種類の三要因が統語的複合動

詞の意味推測にどのような影響を与えるか、を検討した。研究1・3

では多枝選択式、記述式での意味推測の正確さを検討した。研究

2・4 では多枝選択式、記述式での意味推測の特徴を検討した。 

 その結果、以下の点が明らかになった。第一に複合動詞の正確な

意味推測には、後項動詞が既習語かどうか、字義通りの意味を保持

しているかどうかによって変化することである。第二に文脈からの

情報は語の意味推測には不可欠で、最低でも単文以上の文脈が必要

であることである。第三に意味推測の正確さは日本語習熟度によっ

て高まるが、推測される意味の傾向は日本語習熟度の高低では大き

く変わらないことである。第四に統語的複合動詞の意味推測では学

習者は「前項動詞の意味＋後項動詞の意味」などのストラテジーを

用いて意味を推測している可能性があることから、学習者に前項動

詞と後項動詞の両方を意識すること、そして単独動詞と複合動詞の

意味の違いを明確に示すことが有効であるいうことである。 

 以上は我々の直感に合致するものだが、それらについて実証的に

解明した点が本研究の最大の意義であり、複合動詞の習得研究、語

の意味推測研究において有用な知見を提供できたと考えられる。 

 審査は二度行われた。初回の審査では、本研究が採用した理論枠

組、方法などに関する根拠・理由が曖昧であるなどの指摘がなさ

れ、申請者はそれに従い修正を加えた。また公開発表会でも、本研

究の成果がわかりやすく説明され、質問に対しても誠実に回答して

いた。その結果、最終審査では本論文が博士論文としての基準に達

していると評価され、博士（人文科学）（Ph.D. in Applied 

Linguistics）を与えることを全会一致で決定した。 
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ア．当該論文に立体形状による表現を含む 

イ．著作権や個人情報に係る制約がある 
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